
・口述試験の実施方法や試験内容 
受験者が志望する分野・専門の教員を含む複数名の教員により個別に面接（20 分程度）を
行い、修士学位論文またはこれに代わるもの及び出身学校の学業成績等に係る試問により、
当該分野・専門で博士学位論文の作成に向けた研究指導を受けるための能力を有している
ことを確認する。 
 


